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　すっきりと片付いた部屋でゆったり暮ら
したいなあと思っているのに、なぜかごち
ゃごちゃとものに囲まれて暮らしている人
は多いと思います。実は私もその一人、も
のがたまる原因は、入る量に比べて処分す
る量が少ないからです。魅力的な新製品や
お買い得品が出ると、まだあるのについ買
ってしまうことありませんか？　まずは入
り口で欲しいものかどうかをしっかりチェ
ック。次に、手持ち品を要るもの要らない
ものに分けて要らないものを片付ける作業
です。でも、“もったいない精神”にあふれ
た人間にはこれがなかなか大変。特に、今
は使わないけどまだ十分使えるものをどう
するか悩みます。
　主な解決方法は２つ。１つ目は、今使っ
ていなければ思い切ってさっぱりとごみに

出すこと。一時的にごみの量は増えますが、
入り口でのチェックができていればあとは
すっきり暮らせます。２つ目は、不用品を
活用する方法を探すこと。リメイクや修理
をしてすぐ使える状態にしたり、フリーマ
ーケットやバザーの献品等に提供したり、
リサイクルショップやネットオークション
に出したりと、家庭に眠っているものを活
用する方法がもっといろいろ出てくるとい
いですね。手間をかけ心を込めて作られた
ものを、使わない人から欲しい人へ渡す活
動がもっと地域に広がって、誰でも気軽に
参加できるようになることをえこひろばも
応援しています。すぐごみに出す解決方法
は、２つ目の方法を試してみてからでもい
いんじゃないでしょうか?
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「“捨てられない”から“片付け上手”へ」



　第11回世田谷環境ネットフェスタが５月17日（土）、18日（日）、世田谷公園で開催されました。
えこひろばも実行委員として毎回参加してきましたが、残念ながら現在の体制では今回でファイ
ナルとなりました。今後、地域イベントとして存続していければと考えています。２日間とも天
候に恵まれ、フリーマ―ケット、各ブース、ステージも大賑わいでした。

食品を捨てずに有効活用を！
～セカンドハーベスト・ジャパンが出展～

　家庭で余っている食品を捨てずに、生活困窮
者や児童施設などに提供し有効活用しようとい
う取り組み「フードドライブ」がNPOセカン
ドハーベスト･ジャパンにより進められていま
す。今回環境ネットフェスタでは、世田谷区内
では初めての試みとして、缶詰、インスタント
食品、調味料、嗜好品、乾物等未開封で賞味期
限が１カ月以上ある食料品の提供を区報やチラ
シで区民に呼びかけました。出展責任者の会田
博志さんのお話では、「２日間で提供参加者107
人、提供された食料品は211kgに達し、皆さん
とても協力的でした」とのことです。

《世田谷環境ネットフェスタ2014》

～保阪区長も熱心に見学～
　えこひろばのブースでは、傘の修理と裂き
布ぞうり、ネクタイで作った帽子、傘布エコ
バッグ等の紹介と販売を行いました。恒例の
手作りカップケーキと、今年はコーヒーもリ
ユースカップで提供しました。18日には保坂
区長も来場し、テントの中に入って傘の修理
作業を熱心に視察して行かれました。

～ドイツ人レポーターも取材に～
　18日、ドイツ人レポーターが来場し、「えこ
ひろばがどのような目的で、どんな活動をし
ているのか、また、どのような人たちがえこ
ひろばの活動に参加しているのか」など、熱
心に取材して行きました。
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親子で楽しむエコ工作

使用済み小型家電の再資源化を！
回収ボックスの設置を10か所に

　世田谷区では、平成25年４月から使用済み小型家電の回収ボックスを区内５か所に設置して回収して
来ました。今年４月からは設置場所を５か所増やし、現在は計10か所で回収しています。そこで、世田
谷区清掃・リサイクル部事業課の前田佳治主事さんにお話をお聞きしました。
　「回収ボックスの設置場所は、平成26年３月までは世田谷、北沢、玉川、砧、烏山の各総合支所でした
が、26年４月に新たに設置した場所は、太子堂出張所、松沢まちづくりセンタ
ー、喜多見まちづくりセンター、エコプラザ用賀、リサイクル千歳台の５か所
です。
　回収している使用済み小型家電は、スマートフォンを含む携帯電話、パソコ
ンを除くタブレット端末、デジタルカメラ、携帯音楽プレーヤー、ICレコーダ
ー、電子辞書、卓上計算機、携帯ゲーム機器、ポータブルビデオカメラ、ポー
タブルカーナビ、ファックスのついていない電話機、ACアダプターの12品目で
す。
　平成25年４月から26年３月までの１年間に回収された使用済み小型家電は合
計1,367kgに達しました。とくに有用金属の含有割合が高い携帯電話は1,153個も
回収されました。回収ボックスの投入口は、タテ10cm、ヨコ25cmで、この寸
法以下の小型家電が回収対象となります。
　貴重な資源の有効活用のため、使用済み小型家電の回収にご協力下さい。」

　６月29日（日）北沢タウンホール
で「らぷらすフェスタ」が開かれ、
えこひろばも初めて参加しました。
親子でエコ工作を楽しもうとレシ
ート芯を使ったカタカタ車と、間
伐材や傘の柄を再利用したもっく
んペンダント作りをしました。二
つ合わせて36名のこども達と、
お父さんお母さんも楽しみながら
参加してくださり、ユニークなもっくん人形も
生まれました。

傘布で小型犬の
レインコート作り

　４月１日（火）リサイクル千歳台で、傘布を
使って小型犬のレインコート作りの講習会を初
めて開催しました。多くの方から問い合わせが
あり、見学も含めて12名が参加しました。やっ
てみないとわからない事も多く改良点もありま
したが、ペットの小物作りを楽しみました。傘
布のサイズではカバーできない大型犬用には不
用になった大人のレインコートを利用してはど
うかという意見も出され、今後検討したいと

思っています。
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スッキリ

このまんがのキャラクターがホームページに！
下記のアドレスに遊びに来てね！

http://www006.upp.so-net.ne.jp/knacktwin/

申し込み・問い合せは塚元まで

◎定例行事予定◎
(三軒茶屋消費生活センターとリサイクル千歳台)

◎その他の行事予定◎

＊おもちゃの修理（無料）
＊かさの修理、包丁とぎ
　(１本300円)

毎月第４土曜
受付10時半～13時
ぐるんぱ主催　千歳台

＊布ぞうり講習会（参加費700円）
布の無い方はお申し込み下さい（＋300円）

毎月千歳台と
三軒茶屋で

＊リサイクル手芸講習会　
　ネクタイで帽子作りなど
　（参加費500円～700円）

千歳台

＊園芸講座・みどりのサロン
　（参加費500～800円）

毎月第４水曜
（９月からは
第４金曜日に変わります）
千歳台

＊裂き織り講習会
　（参加費1500円）

毎月第２金曜
千歳台

＊えこひろば inキャロット
　 参加費
　衣類の交換会：衣類の持ち込み
は無料、持ち帰り100円～

　傘の修理：１本300円、
　布ぞうり作り：700円（布持参の方）

毎月１回 日曜又は祝日 
受付午後１時～３時  
キャロットタワー３階
市民活動支援コーナー

入会申し込み・問い合わせは「　　　　  事務所」
〒154-0024　世田谷区三軒茶屋1-32-2　e-mail：ecohiroba@b05.itscom.net

“できることから少しずつ”何かやってみたい人、会員になって興味のある分野で楽しく仲間を作り活動し
てみませんか？　また、会の活動を応援したい皆さん、ぜひサポート会員として活動を支えて下さい。
えこひろばの基本的な活動は会員の皆さんからの会費で成り立っています。

年会費　一口　1000円　　◎正会員…2口以上　　◎サポート会員…1口以上

●えこひろばのホームページはこちら!!
http://home.e00.itscom.net/eco

【ふるさと区民まつり】 ８月２日（土）、３日（日）
　午前11時～午後７時　馬事公苑 メインスクエア　
おもちゃの修理 水鉄砲で打ち水 エコ工作 布ぞうり等の紹介、販売で参加

振込口座　郵貯銀行00100-6-608077「えこひろば」、三菱東京UFJ銀行三軒茶屋支店（普）1135475

　えこひろばの園芸講座や布ぞうりの講習会、ぐるんぱのおもちゃや傘の修理もホームページからのネット申し込み
が少しずつ増えてきています。特に夏は布ぞうり講習会に毎回若い方や区外の方から新しく申し込みを頂いています。
区のお知らせは有効な広報手段ですが、一部しか掲載できませんし、見る方の年齢層が高くなるので、若い方に情報
を届けるにはホームページなどのネット情報をうまく使って行きたいと思っています。
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リサイクル千歳台
（千歳台１－１－５）は
毎週月曜日が
休館日です。
（祝日にあたる場合は翌日）

会 員 募 集 中 ！会 員 募 集 中 ！

本紙（モノクロ版）は再生紙（古紙約10％配合）を使用しています。

ごちゃごちゃしてて落ち着かないな

いらないものは思い切って処分しよう

使えそうなものはリサイクルや
フリーマーケットへ

ずいぶんスッキリしたね


